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前回の委員会での主な指摘事項

●山陰道（須子～萩）（三隅～小月）

主な指摘事項 対応状況
・単独区間の評価だけでなく、ネットワークとしての効果を検討する必要がある。

・地域の総合計画とも照らしあわせて必要性を整理する必要がある。

・広域的な視点についての効果

を整理

・地域の将来像について整理

主な指摘事項 対応状況

・その地域や現道の課題だけで必要性を説明するだけではな
く、より広域的なネットワークとしての意味や必要性も確認す
るべき。

・「対応方針の検討」において、“広域ネットワークとし
ての機能”という視点を反映した。

・中部地域の商工会、観光連盟等への経済面（観
光・企業等）への影響をヒアリングするとともに、「対
応方針の検討」において、ヒアリング結果を踏まえた
評価項目を設定した。

・現道の課題を解決することで鳥取県中部地域の経済が良く
なるのかといった点についても、必要性を議論すべき。

・アンケートにおいて広域的な道路利用者の声の把握に努め
るなど、山陰道が持つべき機能を評価できる対象者の選定
と質問が必要。

・県外のトラック協会、バス会社、観光会社等へヒアリ
ング調査を実施した。

・また、広域的なネットワークとしての課題や必要性が
把握できるように質問を見直した。

●山陰道（はわい～大栄東伯）



１．緊急時の代替路 ～災害時等における代替性～

○近畿地方や山口、岡山県内の高速道路が寸断されると、山陰道側が大きな迂回機能を発揮。

・「阪神・淡路大震災による通行止め」で北近畿地域経由の山陰道：北陸道・舞鶴若狭道・山陰道・国道９号

・「岡山県や山口県内の通行止め」で、山陰道を経由した迂回が可能

阪神・淡路大震災時の山陰ルートへの変更状況
（北九州市_住宅設備機器の製造販売業者）

○関西方面への輸送は全て山陰ルートに変更。「今後は関西地区で新たな倉庫を借りる。」と別の物
流拠点が必要になっている。〔1995.1.24_西日本新聞〕

（北九州市_消費者センター 調べ）
○地震発生直後の17～19日は、ＪＲコンテナで輸送していた北海道産のメーククイン、玉ネギ、青森・

長野県産リンゴは集荷に手間取ったが、輸送手段を山陰経由のトラックや船に切り替え、既に発生
以前と同じ量を確保できている。〔1995.1.25_西日本新聞〕

①岡山県内で中国道と山陽道が同時に通行止めになった実績

【Ｈ24.7.7（土）雨による通行止】
●中国道： 東城IC～北房IC（上・下）0:40～7:30

北房ＩＣ～落合ＩＣ（上・下）1:55～7:30
●山陽道： 山陽IC～備前IC（上・下）3:25～7:00

②山口県内で中国道と山陽道が同時に通行止めになった実績

【Ｈ24.2.2（木）事故及び雪による通行止】
●中国道： 鹿野IC～徳地IC（下）8:55～16:43
●山陽道： 徳山西IC～徳山東IC（上）7:00～13:40

徳山東ＩＣ～徳山西ＩＣ（下）7:00～14：00
徳山東IC～玖珂IC（上・下）7:00～11:15

③山口県内で山陽道が長期間（約３ヶ月）通行止めになった実績

【H17.9.6（火）台風による雨で通行止開始。翌日の9.7（水）に盛土法面
が崩落】
●山陽道： 岩国IC～玖珂IC（上）

H17.9.6（火）14:55～H17.12.1（木）12:00

【阪神大震災の物流活動への影響】

【山口、岡山県内の高速道路において通行止めが発生】

九州へ

関東へ

山陰道側が大きな迂回機能を発揮

平成7年1月に発生した阪神淡路
大震災では、神戸地区を中心とし
た一体的な被災により、高速道路
網が通行不可能となり、日本の東
西交通が山陽側で遮断された。

N

N

：通行止め箇所
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（ＮＥＸＣＯ西日本調べ）

②

①

国道９号（鳥取市浜坂）

【H7.1.11（震災前）】

14,172台/日
【H7.1.18（震災後）】

19,033台/日

迂回可能なルート

③

過去に、山口県内、岡山県内の
高速道路網が通行止めになっ
た箇所
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１．緊急時の代替路 ～災害時等における代替性～

資料/物流企業ヒアリング結果（H25.7）

〔通行止め（上り便）〕
関西までに全体で

約２～３時間の遅れが生じた

〔通行止め（下り便）〕
・約1，2時間の遅れで山陰各地への配
送便との受け渡しができなかった。

・納品遅延で受取拒否も生じた。

〔通常時〕
米子自動車道を利用

凡例

通常ルート

迂回ルート（米子自動車道通行止め）

米子自動車道通行止め区間(H25.7.15）

〔米子～関西便〕
通行止めにより
営業損失が発生

関西へ

冷凍・冷蔵食品
運送業

●米子自動車道通行止め（大雨）による物流活動への影響

冷凍・冷蔵食品運送業における通行止め事例（米子～関西便）

※米子自動車道の通行止め区間については、７月１５日
の大雨時に規制した最大区間を示す。

• H25年7月に発生した大雨による米子自動車道の通行止めにより、多くの物流企業活動に影響が発生。
• 米子市内と関西方面の間で冷凍・冷蔵食品を運送・販売する業者は、山陰道へ迂回したが２･３時間の遅れによ

り、納期の遅れや営業損失が発生。
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１．緊急時の代替路 ～災害時等における代替性～

• Ｈ25年7月に発生した大雨による国道９号,191号の通行止めにより、多くの物流企業活動に影響が発生。
• 山陰側の東西方向の物流は、高速道路利用ルートへの迂回により輸送コストが上昇。
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１．緊急時の代替路 ～災害時等における代替性～

• 国道９号島根県出雲市～大田市仁摩町間では事故や災害による全面通行止めが年間平均約１０回発生。
• 通行止めに伴い、大幅な迂回を強いられるなど生活や物流に大きな支障が発生。

国道９号出雲市～大田市仁摩町間の全面通行止め実績と迂回状況

通常時と比較し、約5分

（1.4倍）の時間を要する

通常時と比較し、約40分

（2.0倍）の時間を要する

国道９号出雲市～大田市仁摩間の

全面通行止め回数：９.５回／年

累積規制時間：１０.２時間／年

※H20-H23平均

※圏中の全面通行止め箇所はH20～H23の実績

＜迂回路の状況＞

～物流企業の声～

・大田市の仙山峠で頻繁に発生する通行止めが荷物の遅延に繋

がっている。一度事故が発生すると国道9号は長時間の通行止め

が発生し、大型車が通れる道路は相当の迂回を強いられる。

（H25年事業所ヒアリング結果より）

～消防の声～

・国道９号の迂回路の多くが山道のため、急カーブによる患者へ

の負担が大きい。また、普段通らない不慣れなルートなので、

事故の危険性が高い。

（H25年江津邑智消防組合 江津消防署ヒアリング結果より）

せんやまとうげ

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 １0箇年計
１0ヶ年

平均

全面通行止め回数

（回/年）
7 4 7 6 7 8 13 11 8 6 77 7.7

規制時間合計

（時間/年）
13.1 7 5.3 2.6 41 6.5 12.6 17.4 8.4 2.3 115.3 11.5

規制日数合計

（日/年）
0.54 0.27 0.22 0.11 1.69 0.27 0.53 0.73 0.35 0.10 4.81 0.5

【区間別の全面通行止め発生状況】
出雲～仁摩間に

おいて全面通行止めと

なった時間は、

１０年間累計で１００時間

を超える

※H22道路交通センサス混雑時旅行速度で算出 、迂回路については大型車が通行可能なルートを選定
出雲～大田間：渡橋中央交差点（出雲）～和江港入口交差点（大田）、 大田～仁摩間：和江港入口交差点（大田）～仁万交差点（仁摩）

出雲市～大田市仁摩町

所要時間



萩

写真：おいでませ山口写真館

白壁土蔵群

三朝温泉

青山剛昌ふるさと館

２．観光資源のネットワーク化 ～観光資源の広域ネットワーク～

• 山陰道の整備により、鳥取自動車道、松江自動車道等とが一体となり、新たな広域周遊ルートの形成が期待。
• 関西方面等から山陰地方への観光入込客数が増加しており、観光が広域化。
• 鳥取自動車道の開通により、これまで実績のなかった名古屋からのバスツアーも始まるなど、今後、高速道路の

整備によるツアールートの多様性が期待。

出発地分布の推移

県外からの観光客の方には、安心，分か
り易い，走りやすいルートが良いので、
山陰道がつながることが重要です。
（鳥取県）

高速道路が途切れているため、
時間的なことで中部地域を対象
としたツアーの検討を躊躇する
ことがあります。高速道路がつ
ながれば中部地域を対象とした
ツアーが増える可能性は十分考
えられると思います。
（旅行会社）

鳥取道の整備により、砂丘経由で中部地
域への観光客が増えているので、はわい
～大栄東伯間が整備されれば、更に期待
が持てます。
（倉吉市）

観光ツアールートの多様性

・中国地方以外の県外客が増加している。

1,845 1,683 1,578 2,183 2,622 2,692

1,994 1,950 1,956
2,289

2,891
3,700789 863 935

1,188

1,366
1,570

0 
1,000 
2,000 
3,000 
4,000 
5,000 
6,000 
7,000 
8,000 
9,000 

H19 H20 H21 H22 H23 H24

(千人）

中国地方 近畿地方 その他

注）鳥取県全体観光地における集計(出発地が鳥取県内を除く）
資料）鳥取県観光入込動態調査

観光需要が広域化

■鳥取自動車道が整備されて、新たなツアールートが組まれた事例
（琴浦町観光協会ヒアリングより）

これまで実績がなかった名古屋からのバスツ

アーが平成25年から来るようになりました。
（琴浦町観光協会）

▼白壁土蔵群 ▼三朝温泉

写真：鳥取県撮れたて写真館

広域周遊ルートの形成

写真：鳥取県撮れたて写真館

鳥取砂丘

写真：鳥取県撮れたて写真館

大山

写真：鳥取県撮れたて写真館

写真：境港市観光協会
写真：しまね観光ナビ

出雲大社

石見銀山

写真：しまね観光ナビ
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水木しげるロード

関西方面

写真：水木しげる記念館

水木しげるロード

しまね海洋館アクアス

写真：幸せのバブルリング®

©島根県立しまね海洋館
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道の駅「萩しーまーと」 〔萩〕

道の駅「北浦街道豊北」 〔下関〕

太鼓谷稲荷神社 〔津和野〕

湯本温泉 〔長門〕

松陰神社〔萩〕

石見銀山 〔大田〕

三朝温泉 〔倉吉〕

島根県芸術文化ｾﾝﾀｰｸﾞﾗﾝﾄﾜ 〔益田〕

万葉公園〔益田〕

しおかぜの里 角島 〔下関〕

有福温泉 〔江津〕

仁摩サンドミュージアム 〔大田〕
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出雲大社 〔出雲〕

倉敷美観地区 〔倉敷〕

鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺〔鳥取〕

水木しげるロード〔境港〕

嚴島神社 〔廿日市〕

平和記念資料館 〔広島〕

鞆の浦〔福山〕

美作・湯郷温泉 〔津山・美作〕

湯田温泉 〔山口〕

秋芳洞・秋吉台 〔美祢〕

呉市海事歴史科学館，大和ﾐｭｰｼﾞｱﾑ 〔呉〕

錦帯橋 〔岩国〕

市立しものせき水族館「海響館」〔下関〕

後楽園 〔岡山〕

玉造温泉 〔松江〕

道の駅キララ多伎 〔出雲〕

足立美術館 〔安来〕

皆生温泉 〔米子〕

しまね海洋館アクアス 〔浜田〕

千光寺山ロープウェイ 〔尾道〕

福山市立動物園 〔福山〕
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■主要観光地における観光入込客数

資料/各県観光動態調査（H24 ※ただし広島県はH23 ），鳥取県HP(H24)，福山市HP(H20)
注）観光客入込客数は県単位で調査・集計方法が異なる

〔凡例〕
所在市町村にﾈｯﾄﾜｰｸ化されたICが、ある〔 〕 ない〔 〕

●：世界遺産

ネットワーク化
されていない地
域の観光地は、
観光入込客数
が少ない傾向

島根県芸術文化ｾﾝﾀｰｸﾞﾗﾝﾄﾜ［益田］

万葉公園［益田］

松陰神社［萩］

道の駅「萩しーまーと」［萩］

（万人）

（万人）

【主要観光地における観光入込客数】【中国地方を周遊する主な観光ツアーの状況】 N

中国地方へのツアーの
約３割が出雲～鳥取周辺を周遊

岡山～広島周辺を
周遊するツアーは約１割

※）JTBで取り扱っている中国国内ツアー（H25.8.29時点におけるHP掲載情報）の内、添乗員が同行
するツアーのみを対象に集計。

※）設定時期、出発着空港、プラン（料金・グレード等）のみが異なる場合は同一のツアーとみなした。
※）ウォーキングを主たる目的としたツアーや、鉄道を主たる移動手段とするツアーは対象外とした

（クルーズ船での観光を含むツアーについては、陸上での移動に関する部分のみを対象とした）。
※）線の太さは、ツアーで組まれている周遊コース数の多さを表す。

中国地方へのツアーの
約５割が、広島～萩
周辺を周遊

移動時間が長く、
ツアーを組みにくいエリア

※）出雲大社～石見銀山、大田～萩・津
和野等を周遊するツアーがわずかに
設定されているのみ

東西の移動にあまりにも時間がか
かったため、商品開発を断念した。
（JTB 大阪中央支店)

同じ世界遺産で
見ても、ネット
ワーク化されて
いない「石見銀
山」と比べ観光
入込客数は多い

●

●

●

• 三大都市圏及び九州地方発観光ツアーは、出雲～鳥取周遊や広島～山口周遊のツアーが組まれているが、
大田～萩間，長門～下関間は、移動時間が長く、観光ツアーが組み難い立地状況となっている。

• 高速道路がネットワーク化されていない地域の観光地は、観光入込客数が少ない傾向にある。

• 主要な交通拠点としては萩・石見空港があるが、観光地が集中する萩市中心部への移動に時間を要す。

２．観光資源のネットワーク化 ～観光資源の広域ネットワーク～
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２．観光資源のネットワーク化 ～観光資源の広域ネットワーク～

• 山口県の観光客数は、平成24年度に過去最高を記録している。うち、九州からの観光客が約３０％。
• 九州発の山陰地方への観光ツアーも実施されており、更なる観光ルート拡大に期待。
• 「浜田～長門間の観光列車」。東京路線が２便化する萩・石見空港の利活用について協議。

山口県観光客動態調査より

萩

写真：おいでませ山口写真館

九州方面からの観光ルートの形成

九州方面

萩・石見空港

写真：長州路観光連絡会

下関～長門間を結ぶ 観光列車

「みすゞ潮彩」

出発地 観光地

福岡 長門（湯本温泉）

福岡 出雲大社 ～足立美術館 ～ 松江市（玉造温泉）

佐賀 長門（青海島） ～ 萩 ～ 下関（角島）

長崎 長府 ～ 長門 ～ 萩 ～ 津和野

熊本 長府 ～ 長門 ～ 萩 ～ 津和野

鹿児島 長府 ～ 長門 ～ 萩 ～ 津和野

表：九州方面から山陰地方（長門・萩・出雲方面）への観光ツアー例

写真：下関市

角島 津和野

※中四国は、山口県を除いた値（単位：万人、％）



３．企業活動の活性化 ～物流コスト効率化による企業活動支援～

効率的な輸送を確保するだけでな
く、輸送時の安全対策としても重要
になる。
（(社)島根県トラック協会）

高速道路整備によ
り、より広域的にか
つ効率的に原材料が
入手できるようにな
るため、水産業の活
性化が期待される。
（浜田商工会議所）

9

九
州
方
面

商用・運送車の車籍地分類
【調査箇所：国道９号（鳥取県東伯郡北栄町）】

※調査日 H24.7.10

山陰道全線では、鳥取道と合わせて無料なので、流
動が変化する可能性がある。輸送コストが自腹の業
者・運転手もあり、鳥取道の開通と合わせて既に無料
ルートを通過している車両も多い。
（鳥取県トラック協会）

山陰道、鳥取道が無料のため、
全線開通すれば所要時間短縮とと
もに輸送コストが安くなる。
（製造業 A社）

国道９号（鳥取県東伯郡北栄町）

大型車交通量が占める割合
※夜間：19h～7h、H22センサス交通量

中国地方

その他

九州

関西

北陸・中部等

関
西
以
東

国道９号（島根県江津市後地町）

大型車交通量が占める割合
※夜間：19h～7h、H22センサス交通量

国道２号（広島県東広島市志和町）

大型車交通量が占める割合
※夜間：19h～7h、H22センサス交通量

国道９号（島根県浜田市三隅岡見）

• 山陰側の幹線道路は夜間も多くの大型車が通行。交通量に占める割合が３～４割と高い。
• 国道９号（鳥取県東伯郡北栄町）において、約２割が中国地方以外の車籍車（商用・運送車）。
• 高速道路がネットワーク化することにより、さらに効率的な物流による企業の活動に期待。
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３．企業活動の活性化 ～物流コスト効率化による企業立地促進～

• 鳥取県の工業団地は東部地域と西部地域に多く集積している。中部地域では、工業団地の立地数や工業用地
が少なく、分譲率も低い。

• 工場立地の際は、「人材・労働力の確保」、「高速道路を利用できる」を選定理由とする意見もあり、今後、高速道
路が整備されることにより、企業進出の促進が期待できる。

生活圏別の用地面積と分譲状況

高規格道路整備と企業進出には密接な関係があると考え
ます。
進出する企業が求めるものはICの近くの立地が多いです。
道路整備により、通勤圏が拡大すると、企業のニーズに
合致した人材を集めやすい面もあります。
（鳥取県立地戦略課）

工場立地地点選定理由

*：全国複数回答

資料）平成24年度
工場立地動向調査
/経済産業省

分譲率
79％

分譲率
65％

分譲率
82％

資料/鳥取県内の工業団地マップ
平成20年6月現在

(鳥取県)
中国地方の物流
平成16年度版

(国土交通省)
産業用地ガイド
2011年版
(財団法人日本立地センター)

鳥取県全体の分譲率：79％

21.6  21.6  21.6  21.6  21.6 
23.3  23.4 

2.4  2.4  2.4  2.4  2.4 
0.7  0.6 

15.0 

18.0 

21.0 

24.0 

H19 H20 H22 H23 H24 H25 H26

（ha）

資料）鳥取県立地戦略課

残り用地面積

分譲済面積

▲西倉吉工業団地の分譲状況推移

・人材・労働力の確保や高速道路を利用できる
ことが、工場立地地点選定理由となっている。

西倉吉工業団地が充填したの
は北条湯原道路の整備が要因
の一つであると考えます。
（倉吉市役所）

北条湯原道路の開通状況
（鳥取県内のみ）

北条ＩＣ～倉吉ＩＣ （Ｈ１９．３開通）

倉吉ＩＣ～倉吉西ＩＣ （Ｈ２５．６開通）

西倉吉工業団地

赤碕中山ＩＣ～
名和ＩＣ

（Ｈ２５．１２開通）

大栄東伯ＩＣ～
赤碕中山ＩＣ

（Ｈ２３．２開通）
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３．企業活動の活性化 ～物流コスト効率化による企業活動支援～

• 仙崎漁港で水揚げされた水産品は毎日下関・九州方面等へ運送されている。
• 山陰道の整備により、下関・九州への物流が安定化し、仙崎漁港の水産物を活かした地域産業の活性化が期待

される。

その他
山口県内

10%

関東圏
30%

広島、関西圏
20%

長門市
20%

九州
10%

下関
10%

下関の仲買人も（主）下関長門線
を利用し毎日買出しに来ている。
長門からも売る方で（主）下関長門
線を利用している。

（仲買業者）

北部九州・下関方面への漁業出荷
は当日売りの為、所要時間を10分
短縮すると、競り時間が確保できる
ため、取扱量が1割アップする。

（水産物仲卸業者）

唐戸市場

仙崎漁港

下関方面へ行くには下関長門線
しかないが、カーブが多く、道路
幅員が狭いので、大型車にとって
は走行しにくい道路である。

（漁業関係者）

下関市

山陽小野田市
宇部市

長門市

美祢市

萩市

◆仙崎市場で取り扱う水産品の消費地

市場営業日は毎日水産品が

各消費地へ運送されている

（資料：長門市商工水産課）

◆仙崎で近年評判のよい魚種

ア ジ

水揚約1,100ｔ

「仙崎トロあじ」
のブランド化
の取組あり

イ カ

水揚約600ｔ

「仙崎ぶとイカ」
のブランド化
の取組あり

（資料：長門市商工水産課）

※仙崎市場での水揚量（H20～H24平均）

下関・九州方面

は約2割

■長門市商工水産課（H25.3）

・現在の道路は、急な坂や

カーブが多く、過去に事故を

起こした仲買人もいます。

・道路が整備されれば、鮮度

のよい状態でより早く下関・

九州方面の消費地へ運ぶこと

が可能となるので、高値での

取引が期待されます。

◆地域の声

補助国道
主要地方道

直轄国道

【凡 例】

高速道路・一般有料道路

仙崎漁港からの主要ルート

迂回ルート

下関長門線（大寧寺峠）の土砂崩
れにより、通行支障となった。

これにより、迂回による走行経
費、人件費の増加に影響した。

（物流事業者）

※H25.3時点の状況

事業区間

◆山口県北からの農水産品の主要な物流ルート

W=4.5

（豊田湖沿いの葛尾隧道）

◆主要ルートの下関長門線の状況

Ｒ=23

（豊田湖付近）



※第一次的高速道路ネットワーク：
国の骨格を形成するために最も早く整備されるべ基幹的な高速道路ネットワーク
・高規格幹線道路のうち、第二東名・新名神・大都市環状道路を除く。
・高規格幹線道路網の欠落箇所をつなぐ地域高規格道路（三陸北縦貫自動車道、

鳥取豊岡宮津自動車道、阿南安芸自動車道）を含む。

第一次的高速道路ネットワークの早期連結を目指す１０県知事会議
「第６回政策提言」資料（H24.7.31)より

４．高速物流ネットワーク ～港と連携した物流～

すでに利用している貨物
（既存貨物）

条件が合えば利用したい貨物
（シフト貨物、新規貨物）

①境港～ウラ
ジオストク港

・モンゴルから畜産品（肉）
・中国から農産物、衣料品

・マッサージチェア
（神戸港～サンクトペテルブルグ港からのシフト）

・ノートパソコン
（成田空港～ミュンヘン空港からのシフト）

・ハッチカバー
（モンゴル（積出港不明）～呉港からのシフト）

・中古自動車、中古自動車部品
（神戸港～モンゴル（取卸港不明）からのシフト）

・酒、衣料資材、自動車部品
（新規貨物）

②境港～東海
港

・蟹加工品 ・ノートパソコン
（関空～仁川空港、博多港～釜山港フェリーからのシフ
ト）

・電子部品
（仁川空港～関空からのシフト貨物）

・建設資材（北朝鮮向け）（新規貨物）

＜企業ニーズ境港と北東アジアの港との結びつき＞

インバウンド観光の取り組み事例

140 

247 
222  232 

36 

19 
13  7 

0 

50 

100 

150 

200 

250 

300 

H20 H21 H22 H23 H24

国内

海外

(100人/年)

0 

176 

266 
235 

(*1)

239 

▲ＤＢＳクルーズ乗客数 資料／境港管理組合
*1：2012 (H24)は1～11月までの実績

・DBSクルーズによる訪日外国人観光客の増加
・韓国からの国立公園大山を巡るサイクリング愛好者や

大山登山客等が増加。
・オートキャンプ等新しい国際観光商品も開発されている。

12

• 山陰の港湾と北東アジアの港湾との結びつきが強化
• 山陰の高速道路ネットワークが整備されることにより、港湾と連携した効率的な物流が拡大
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５．救急救命 ～救急救命活動の支援～

• 救急救命を担う第３次医療施設が無い大田市では、各地から６０分以内に病院に収容できなかった患者の割合
が、島根県平均や全国平均と比べて低水準。

• 大田市から出雲市の第３次救急医療施設への搬送数は、医師の偏在等の問題から、増加傾向。
• 高規格道路整備により、搬送時間の短縮が可能となり、地域住民の安心な暮らしに貢献。

117 126 138 147 79 84 80 72

585
708 715 722
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28%

45%

36%
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46%
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10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大田市

島根県

全国

～10分 10～30分 30～60分 60分～

大田市・美郷町の第３次救急医療施設への搬送状況

～消防の声～

・管内の病院の医師不足や県立中央病院等の医療の高度化により、管外の第３次救急医療施設へ搬送

するケースが増加している。転院搬送の際、医師等が同乗し病院を不在にすることから、患者の負担

軽減に加え、医師不足緩和の観点からも所要時間の短縮を、強く期待している。

（H 25年江津邑智消防組合 江津消防署ヒアリング結果より）

・ドクターヘリを使えば所要時間は早いが、夜や悪天候時には搬送することができないため、大田市

西部の救急医療環境は良くない。

（H24年大田市医療政策課アンケート結果より）

大田市は、島根県

平均や全国平均を

上回る。

資料／大田市消防本部提供データ、H24年版救急救助の現況

〈各地から病院までの収容時間別患者構成比（H23）〉

＜大田市消防本部管内から第３次医療機関（出雲市）への搬送推移＞

資料：大田市消防本部提供データ

大田市・美郷町の第３次救急医療60分カバー圏人口

現況カバー人口：

38.8千人

大田市・美郷町人口：

46.7千人

（約7.9千人が圏域外）

出雲IC開通中の高速道路

事業中の高速道路

大田市・美郷町

第３次医療施設

現況の60分圏

凡 例

資料：島根県「医師・歯科医師・薬剤師調査」

＜島根県主要都市の医師数の変化＞

（人）

約26％増

約23％増

約9％減

大田市など島根県中部で、

第３次医療施設まで６０分

以上要す

み さ と ちょう
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５．救急救命 ～救急救命活動の支援～

• 鳥取県中部地域では、約5,800人が第三次医療施設の60分到達圏の未到達エリアに居住。
• 鳥取県中部地域は、県内の他地域の中で最も管外救急搬送が多く、近年60分以上の時間を要する管外搬送が

増加。
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６．広域的な視点による山陰道の効果

• 広域的な視点について、ネットワークとしての必要性（期待される効果）を整理。

広域的視点

高速物流ネットワーク
～港と連携した物流～

緊急時の代替路
～災害時等における代替性～

（効率的な迂回確保）

観光資源のネットワーク化

～観光資源の広域ネットワーク～

企業活動の活性化
～物流コスト効率化による

企業立地促進・企業活動支援～

整備効果事例

・港湾貨物などの効率的な物流
ネットワークが拡大

・緊急時の迂回路確保など、道
路の信頼性向上

・新たなツアールートが期待さ
れるなど、観光需要の増大

・企業活動支援、企業進出の促
進、雇用の拡大

救急救命

～救急救命活動の支援～

・搬送時間の短縮が図れ、安心
な暮らしへの貢献


